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１．「アジア太平洋学」という発想
１．1980年代、90年代のアジア太平洋の経済発展を背
景に

→アジア太平洋地域の経済発展の背景を探る

：アジア太平洋の自然的、社会的、文化的多様性、ネ
ットワーク的つながりの重要性

→経済発展による社会変化、文化変化の研究

２．個別研究の寄せ集めを超えた体系的研究を

→APUの教学体系の基礎として必要

３．APUに集まる、アジア太平洋人による「アジア太平洋
学」を



２．研究の基本視点
１．アジア太平洋の発展は文明的現象

→文明の中心軸（進化の先端）は遷移する。

→到来する新しい文明としての「アジア太平洋文明」

→既存の諸文明は衝突しているか：「文明は共存と
融合の方向に向かっている。」

→「アジア太平洋学」の文明志向

２．アジア太平洋文明構築のための政策を探る。

→政策志向の研究：経済、社会、文化、宗教、自然
保護、人材育成など

→「アジア太平洋学」の政策志向



文明の中心軸は遷移する ①



文明図１.jpg
文明の中心軸は遷移する ②
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３．アジア太平洋時代の新展開
１． 「アジア太平洋学」の構想は、アジア太平洋時代浮
上期（1980，90年代）に提起された。

２．21世紀後のアジア太平洋

①アジア太平洋における所得水準の急上昇と中間
層の拡大。これを背景とするアジア太平洋浮上の広が
り：日本→NIEｓ→中国、インド→ASEAN→中央アジア
、中東

→多様化するアジア太平洋の時代

→APU学生の出身が示すアジア太平洋の多様化



②アフリカ、中南米の浮上

→世界化するアジア太平洋の時代

③国境を越える人々の移動の圧倒的拡大

④米国の地位の相対的低下

→ポストG0の世界（グローバルリーダーなき時代）

⑤2015年12月、世界196カ国が参加した、地球の

気候温暖化防止のための「パリ協定」（国際合意）の
意義









４．「アジア太平洋学」課題の展開
①発展と秩序

→「秩序」構築の課題の拡大：政治、経済、安全保障、
地球環境管理など

→緊急課題としての難民・移民問題（人間の安全保障）

②文明理念の深化

→アジア太平洋文明を象徴する理念（APUの建学理念
）：「自由、平和、ヒュマニティ」

→西欧文明を象徴する「民主主義」

→アジア太平洋文明の理念に「民主主義」は必須か。

cf. APUの理念には「民主主義」は入れていない。

→西洋文明とアジア太平洋文明を融合する新しい世界
文明を展望できるか。



③経営理念の深化

→アジア太平洋固有の経営理念の創造

→「利己の経営」から「利他の経営」へ

→イノベーション重視の経営理念

④人材育成の理念

→「APUはどのような理念を持った人材育成を目指
すか。」

→建学の理念を具現化するとき

→人材育成の理念を明確に持ったインスティテュー
トを世に問う時代



ご清聴、
ありがとうございました。


